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 昨日新採用３年目の増田先生が「化学変化とイオン」という単元で公開授業をした。 

 感慨深いものがある。３年はあっというまだが、彼が着実にその時間を歩いてきたこと

が今日またよくわかった。 

 堂々としたものだ。彼がいつも意識しているのが、出来るだけ日常生活に理科が生かさ

れるようにというものだ。だから今回も課題は「胃が痛いとき、なぜ

胃薬を飲むと和らぐのか？」という日常生活の疑問からのものとなっ

ている。 

 その入り方が不十分と見るや、より生徒が授業に集中できるように

本題に入るまでの時間を予定よりも少し多く取ったという。 

 増田先生も３年１組の生徒達もオクリンクを巧みに使いながら、流

れるように授業を進めていく様子に参観者も溜息だ。 

 

 これもいつものことだが、増田

先生の板書は文字が丁寧で整然と

して見やすい。「酸性」の「性」

の「りっしんべん」を書き順正し

く書く中学理科教師は私は初めて見た。 

ここまで書くと私はもう彼につい

ては褒めることしかない。それでは成長がない。 

授業後の協議会の会場校挨拶で私は、新潟大学からお

越しいただいた中西裕也先生始め、参会者の皆様にこれ

から伸び代十分な増田先生に、ぜひ厳しいご指摘やご意

見を下さいとお願いした。 

 

人体の仕組みについて熟知されている中西先生から興味深いご示唆を戴いた。 

・「対話」するためには準備が必要、教師が「待ち時間」が大事 

・「モデル化」というのはあくまで断片的なものであるという認識を授業者がしっかり

持つこと。スタートは事象、現象である。 

・とかくパッケージ化された教材や教え方が流行っているが、大事なのは学習の前後を

授業者が「深掘り」して調べ上げていること。実際起きている現象

はそんなにわかりやすく、きれいなものはない。そういう現実を踏

まえて授業づくりをしていく姿勢が重要である。 

これから伸びていく増田先生にヒントをいっぱい与えて下さい

ました。今日また彼は一段と、理科教師として成長しました。 

参会くださった先生方、本当にありがとうございました‼ 


